
 

 

 

地域福祉情報バンク通信 
発行：川崎市社会福祉協議会 ボランティア活動振興センター 地域福祉情報バンク 

   川崎市中原区上小田中6-22-5 川崎市総合福祉センター6階 

   電話:044-739-8720／FAX:044-739-8739／Email:jyoho@csw-kawasaki.or.jp    

 

2020年冬号の内容は… 
 

 ★SNSで情報発信・ボッチャボールの貸し出しについて 

  ★「貧困・虐待」に関する図書の紹介 

   ★やってみよう！災害ボランティア活動 

    ★新着図書&DVDの紹介             …など、今号も情報満載でお届けします！                      
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 SNS（Facebook、Twitter）で情報を発信しています！ 

 

                           川崎市社会福祉協議会 ボランティア活動振興センター 

季刊（№45） 

2020年 冬号 

「ボッチャボールセット」の貸し出しを始めました！ 

【問い合わせ先】 

ボランティア活動振興センター TEL：044－739-8718 

 川崎市内と他都市での災害時において、迅速な情報提供

と被災地支援などを目的として、情報を発信しています。  

令和元年台風19号により「川崎市災害ボランティアセン

ター」を設置した際には、災害ボランティア活動に関する

お知らせや、日々の活動の報告を行いました。 

 川崎市内を中心とした福祉情報を発信しています。 

主に、福祉関連の講座やイベントのご案内、助成金情報、

地域福祉情報バンク所蔵のおすすめ図書やDVDの紹介を

しています。 

川崎市福祉人材バンク 
 

 研修やイベントのご案内と 

その活動報告をしています。 

 ボッチャは、ヨーロッパで生まれた重度脳性麻痺者もしくは同程度の

四肢重度機能障害者のために考案されたスポーツです。近年では障がい

の有無に関わらず、老若男女、誰でも楽しむことができるスポーツとし

て注目されています。  

 2020年東京五輪・パラリンピックを前に、パラリンピック

の正式競技である「ボッチャ」を体験してみませんか？ 

 川崎市社会福祉協議会ボランティア活動振興センターで貸し

出しをしております。是非ご利用ください。 

川崎市社会福祉協議会災害情報専用 

川崎福祉情報サイトふくみみ 

高齢社会福祉総合センター 
 

 福祉職員向け研修の募集案内

をしています。 

1セット 



 

 

 子どもへの虐待のニュースを頻繁に耳にするように 

なりました。虐待による死亡事例は年間50件を超え 

1週間に1人の子どもが命を落としています。 

 「虐待」と「貧困」はどちらも「負の連鎖」がある

と言われており、このような問題は公的機関だけで解

決できるものではありません。私たちが現場の声や実

情を知ることが支援の一歩になります。地域で「子育

てにやさしい社会」を作っていくことも虐待の防止に

つながります。貧困と虐待の現状を知ることから始め

てみませんか？ 

 こちらで紹介した図書は、地域福祉情報バンクで貸

し出ししておりますので、是非ご利用ください。 
  

（参考：子ども虐待防止 オレンジリボン運動HPより） 
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「貧困・虐待」に関する図書の紹介 

ルポ 児童相談所 

 西日本のある児童相談所で活動する児童福祉司

たちに１カ月にわたり密着し、

虐待対応の最前線を追った。 

親から赤ちゃんを一時保護する

様子など「虐待保護」の現場を

描く。  

（大久保真紀:著/朝日新聞出版    

      /2018年発行） 

消えたい  

虐待された人の生き方から知る心の幸せ  

 自殺欲求を「消えたい」と表現

する、虐待された人々。彼らの 

育ち方、その後の人生、苦しみを

丁寧にたどり、人間の幸せの根源

を考える。（高橋和巳:著/    

筑摩書房/2017年発行） 

～地域福祉情報バンクで貸し出ししています～ 

「助けて」が言えない  

SOSを出さない人に支援者は何ができるか 

 「困っていません」と言われた時

あなたならどうしますか？依存症、

自傷・自殺等、多様な当事者の心理

をどう理解し関わるか。 

（松本俊彦:著/日本評論社/ 

  2019年発行） 

特集 

その子の「普通」は普通じゃない 

 自らも壮絶な半生を乗り越え、

児童虐待防止の活動や生活困窮者

への取り組みが大きな反響を呼ん

でいる著者の「負の連鎖を断ち切

るため」のリアルな提言。    

（富井真紀:著/           

ポプラ社/2019年発行） 

東京貧困女子。彼女たちはなぜ 躓
つまず

いたのか 

 女子大生、派遣社員、シングルマザー…、   

貧困に喘ぐ彼女たちの心の叫びを「個人の物語」

として丹念に聞き続けたノン

フィクション。いま日本で拡大

しているアンダークラスの現状

が克明に伝わってくる。  

（中村淳彦:著/東洋経済

新報社/2019年発行） 

子どもと貧困（増補版）  

 7人に1人とされる子どもの貧困の実態を浮き 

彫りにし、支援策や制度、専門家

の提言など解決を探る。文庫化に

あたり、高校中退・学校給食・ 

特別養子縁組を増補。      

（朝日新聞取材班:著/ 

朝日新聞出版/2018年発行） 

「なんとかする」子どもの貧困  

 子どもの貧困は減らせる。

私たちの社会は、私たちの手

で変えていける。貧困問題の

第一人者が取材した課題解決

の最前線。 

（湯浅誠:著/KADOKAWA/ 

2017年発行） 
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やってみよう！災害ボランティア活動 

 近年は、大雨や台風、地震といった災害が毎年のように全国各地で起こっています。川崎市でも、令和元年台風

19号の上陸により、中原区・高津区を中心に多くの浸水被害がありました。この被害に対応するため川崎市社会 

福祉協議会では、10月15日～11月24日の期間、県内初となる災害ボランティアセンターを設置し、「被災して

困っている人の力になりたい」というボランティアと、「自分たちだけではできないので手伝ってほしい」という 

被災者をつなぐ窓口となりました。 

 身近なところで災害がおこったため、災害ボランティアとして活動された方も多かったので

はないでしょうか？今回は災害ボランティア活動に参加できなかったが、次回は参加してみた

いという方のために、災害ボランティア活動に参加される際の注意点などをご紹介します。 

 全社協 被災地支援・災害ボランティア情報HPでは、ボランティア

募集情報状況一覧や、ボランティア活動保険WEB加入について、公共

交通機関の支援、ボランティアバスの実施情報などを確認することが

できます。 https://www.saigaivc.com/  

ボランティア活動保険に加入しよう！  
 

 在住地の社会福祉協議会で事前に加入してから参加

するのがマナーです。災害時には特例でWEBによる 

ボランティア活動保険加入ができます。 

正しい情報を入手しよう！ 
 

 被災地の状況によっては、ボランティアの受け

入れ人数を制限していることもありますので、参加され

る災害ボランティアセンターの情報を事前に確認しま

しょう。災害ボランティアセンターの多くはHP、

Facebook、Twitterなどで情報を発信しています。 

必要なものを準備しよう！ 
 

 活動しやすい服装、マスクやゴム手袋、長靴、

ゴーグル等の身に着けるものは持参することが基本 

です。安全面と衛生面に気をつけ準備しましょう。 

移動手段や宿泊先を確認しよう！ 
 

 交通費や宿泊費は自己負担が基本ですが、災害ボラ

ンティアバスが運行される場合もあります。また、公

共交通機関の災害ボランティア向け割引等もあります

ので、実施期間や利用条件を確認

のうえご利用ください。 

●著者：合田茂広・上島安裕  ●発行：全国社会福祉協議会（2019年発行） 
 

 災害ボランティアに参加する際の事前準備や安全管理の大切さとその具体的な内容を 

わかりやすく解説しています。被災地における活動の実際、被災された人々の気持ちに 

寄り添う心構え等は必読です。 

 被災地の災害ボランティアセンターが多様な主体により運営されるようになった今日、

関係者が連携・協働して支援を進めるうえでも、情報の共有、共通認識が不可欠です。 

活動にかかわる方々に、ぜひ身近に備えておいていただきたい１冊です。 

被災地につなげる災害ボランティア活動ガイドブック 

募金をする 
 

 被災した方に直接お見舞金としてお渡しする

「義援金」と、被災地を支援する団体等の活動 

資金として活用される「支援金」があります。 

買い物や観光で被災地を応援する 
 

 被災地の名産品を購入したり、ふるさと納税で寄附  

 をする、被災地が復興した際には観光で 

 訪れるなども支援活動の一つです。 

災害ボランティア活動に参加するときは… 

被災地以外の場所でもできる支援活動があります！ 

地域福祉情報バンクにて貸出中！ 

川崎市内での 

ボランティア活動の様子 ▶ 

https://www.saigaivc.com/


 

 

  

 

 

 

 

 

「地域福祉情報バンク通信」 

発行月のお知らせ 
 

次号は4月１日発行予定です 

新着図書＆ＤＶＤの紹介 
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【図書】（書名／著者・編者名／出版社） 
 

 

●はじめよう 音楽リハビリテーション／長倉裕二、 

 大塚裕一、宮本恵美／あおぞら音楽社 

 

●在宅無限大 訪問看護師がみた生と死／村上靖彦／医学書院 

 

●ゆりかごにそっと 熊本慈恵病院「こうのとりのゆりかご」 

 に託された母と子の命／蓮田太二／方丈社 

 

●閉じこめられた僕 難病ALSが教えてくれた生きる勇気／ 

 藤元健二／中央公論新社 

 

●地球をまわって考えたこと／小熊英二／東京書籍 

 

●福祉現場で役立つ動機づけ面接入門／須藤昌寛／ 

  中央法規出版 

 

●相談援助職の「伝わる記録」現場で使える実践事例74／ 

 八木亜紀子／中央法規出版 

 

●精神疾患をもつ人を、病院でない所で支援するときにまず 

 読む本／小瀬古伸幸／医学書院 

 

●対人援助の現場で使える 質問する技術 便利帖／大谷佳子／ 

   翔泳社 

 

●事例とQ＆Aでわかる ケアマネジャーのための 

 医療連携ガイド／白木裕子／中央法規出版 

 

●僕が違法薬物で逮捕されNHKをクビになった話／塚本堅一／ 

 ベストセラーズ 

 

●産まなくても、育てられます 不妊治療を超えて、特別養子 

 縁組へ／後藤絵里／講談社 

 

●だまされた！「だましのプロ」の心理戦術を見抜く本／ 

 多田文明／方丈社 

 

●健康で文化的な最低限度の生活 1巻～8巻／柏木ハルコ／ 

 小学館 

 

【DVD】（題名／制作・販売／仕様） 

●ひきこもりからの回復（3巻セット）／NHK 

 厚生文化事業団／237分 

 

●“依存症”からの回復（3巻セット）／NHK 

 厚生文化事業団／192分 

 

●発達障害の子どもたち～“自立”をめざして～ 

 （3巻セット）／NHK厚生文化事業団／225分 

 

●うつ病（3巻セット）／NHK厚生文化事業団／257分 

地域福祉情報バンクの蔵書検索は『ふくみみ』で！ 

http://k-fukumimi.com/ 

  

 今後の紙面に活かしたいと思っておりますので、ご意見・ご感想などを、 

是非お寄せください。お待ちしております！ 

Email：jyoho＠csw-kawasaki.or.jp 

電話：044-739-8720 ／ FAX：044-739-8739 

 バンク通信をご覧になった方から、「ここに載っている本はありますか？」 

とお問い合わせをいただくことが増えました。これからも、皆様が読んでみた

いと思われるような図書を取り揃えていきたいと思います。（ま） 

 児童福祉法改正で注目を集める特別養子縁組・里親制度について、豊富な映像と  

インタビューで分かりやすく伝える入門ＤＶＤが登場！ 

「特別養子縁組」や「里親」に関心がある人に向けて、当事者の声や家族が直面 

しがちな課題と対応法、大人になった当事者のインタビュー、 

地域で支える仕組みについて伝える全２巻のＤＶＤ教材です。  
 

  第1巻：特別養子縁組で“家族”になる（132分） 

  第2巻：里親家庭で“絆”を育む（123分） 
 

  《制作：NHK厚生文化事業団・2018年》 

おすすめＤＶＤ 

「新しい絆の作り方 特別養子縁組・里親入門」 

地域福祉情報バンクにて貸出中！ 

本年もよろしくお願いいたします。 

地域福祉情報バンクは、平日8：30～17：00まで開所しております。毎月第4水曜日は、川崎市総合福祉   

センター（エポックなかはら）の保守点検日のため、17：00以降に1階受付窓口での図書・DVDの返却が 

できませんのでご注意ください。 


